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Impact of topographic correction on land cover classification 
of Mt. Fuji and surrounding area using 




行った。2000 年、2008 年および 2016 年に観測された計 8 シーンの Landsat 衛星データによる地表面反射
率を用いた。グランドトゥルースデータは、正解情報と仮定した既存の土地被覆分類図からサンプル抽出した。
分類モデルには、高い精度での画像分類の実績がある機械学習手法から、Random Forest と Support Vector 






















学習による分類が有望視されている（Gislason et al., 
2006）。
　一方、従来からリモートセンシングで用いられて
きた Landsat 衛星のデータ配布が USGS（United 
States Geological Survey，アメリカ地質調査所）によっ












に、地表面反射率等の量に変換した Landsat Surface 
Reflectance Level-2 Science Products（Schmidt el al., 
2013; USGS 2017）が、過去の観測データまで遡って
オンデマンドで利用できるようになり、システム補正









の変動である（Holben and Justice, 1980）。地形効果
は同一の土地被覆・土地利用が地形に応じて異なる反
射率を示す原因となり、地形の険しい場所での反射






























が 2006 年から 2011 年の期間に観測したデータ
等を用いて作成されており、総合精度（Overall 



















本研究では、USGS から提供されている Landsat 



















図 1　使用した Landsat 衛星データ。フォールスカラー合成画像（Landsat-5, Landsat-7: RGB 543、Landsat-8: RGB 
654）。(a) 2000.5.23（ETM+）、(b) 2000.11.7（TM）、(c) 2000.12.9（TM）、(d) 2008.9.10（TM）、(e) 2008.11.13（TM）、
(f) 2016.1.4（OLI）、(g) 2016.7.14（OLI）、(h) 2016.11.3（OLI）。¹ Landsat Surface Reflectance products courtesy of 























Random Forest と Support Vector Machine（SVM）
を取り上げた。








ことが挙げられている（Breiman, 2001; 杉本ほか , 
2007）。Random Forest による分類には、R 3.4.2 
の randomForest パッケージを採用した。
　Support Vector Machine（SVM）は 1995 年頃








る。SVM による分類には、R 3.4.2 の e1071 パッ
ケージを採用した。
　Landsat 衛星データによる地表面反射率（可視
3 バンド、近赤外 1 バンド、短波長赤外 2 バンド
の計 6 バンド）、反射率から計算される指標である
正 規 化 植 生 指 標 NDVI　(Normalized Difference 
Vegetation Index) および正規化水域指標 NDWI 












のうちの 1 つをテストデータ、残る N － 1 個を学
習データとすることで、N 個のグループそれぞれを
テスト事例として N 回分類モデルを作成して総合精





















開しているは 30m メッシュ版全球 DSM データセッ











2000.12.9 の観測データに対して Random Forest 
で分類した組み合わせであった。使用した 8 シーン
のデータ全体では、Random Forest と SVM の手法
間で分類精度に系統的な優劣は見られなかった。分
類精度が 67％未満となったのは、相対的に太陽高



























れる分類精度に関しては総合精度 OA が 85.0 % 以
上、各クラスの分類精度が 70.0 % を基準とする報
告（Thomlinson 1999）があり、総合精度 85% 以



























































































球 DSM データセット AW3D30 は、JAXA サイト
より取得して利用した。ここに感謝の意を表す。
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